
同
窓
会
こ
の
1
0年

は
じ
め
に

秋
田
高
校
の
草
創
期

秋
田
高
校
の
創
立
に
つ
い
て
は
「
明
治
６
年
９
月
１
日
　
秋
田
市
東
根

小
屋
町
日
新
学
校
内
に
洋
学
科
を
増
設
、
洋
学
校
と
称
す
る
。
こ
れ
が

本
校
の
濫
觴
で
あ
る
」
と
『
秋
高
百
年
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、

教
育
制
度
や
県
の
方
針
を
受
け
て
校
名
の
変
遷
は
あ
っ
た
も
の
の
、
文

武
両
道
・
自
主
自
律
を
標
榜
し
、
多
く
の
優
れ
た
人
材
を
世
に
輩
出
し
、

１
４
０
年
の
月
日
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

公
私
立
あ
わ
せ
て
現
在
５
千
を
超
え
る
高
等
学
校
が
全
国
に
存
在
す
る

中
で
、
そ
の
創
立
は
屈
指
の
伝
統
校
（
藩
校
か
ら
の
継
続
を
除
く
）
と
し

て
現
在
も
輝
い
て
い
る
。

秋
田
高
校
同
窓
会
の
黎
明

同
窓
会
の
創
立
に
つ
い
て
は
『
秋
高
百
年
史
』
に
「
秋
田
中
学
校
の
同

窓
会
は
、
大
正
四
年
八
月
二
十
二
日
に
発
会
式
が
行
な
わ
れ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
設
立
に
つ
い
て
、
同
窓
会
館
資
料
室
に
当
時
の
校
史
資
料
が

残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
設
立
趣
旨
の
一
文
を
紹
介
す
る
。

秋
田
縣
立
秋
田
中
学
校
同
窓
會
設
立
趣
旨

我
が
秋
田
中
学
校
は
創
立
年
久
し
く
其
の
濫
觴
を
訪
ぬ
れ
ば
遠
く
明
治

六
年
に
遡
る
　
爾
後
多
少
の
變
遷
を
経
て
秋
田
中
學
校
の
名
を
冠
せ
し

よ
り
以
来
既
に
三
十
三
星
霜
を
閲
せ
り
　
其
の
間
斯
の
校
に
學
ぶ
者
無

慮
三
千
業
を
卒
へ
た
る
者
一
千
二
百
有
余
名
　
然
る
に
秋
田
中
學
校
は

其
の
歴
史
の
長
き
と
人
材
を
出
す
の
多
き
こ
と
此
の
如
く
な
る
に
も
拘

は
ら
ず
未
だ
同
窓
曾
の
設
有
ら
ざ
る
が
為
學
校
と
卒
業
者
と
の
連
絡
を

缺
き
同
窓
相
互
に
旧
好
を
尋
む
る
の
便
を
得
ざ
る
は
生
等
の
常
に
遺
憾

と
す
る
所
な
り
　
今
や
時
勢
の
進
運
は
人
材
を
要
す
る
こ
と
最
も
急
な

る
も
の
あ
り
　
而
し
て
人
材
の
養
成
は
縣
當
局
の
施
設
及
び
學
校
當
事

者
の
努
力
に
待
つ
こ
と
勿
論
な
る
も
卒
業
者
及
び
其
の
他
の
関
係
者
が

學
校
と
気
脈
を
通
じ
断
え
ず
後
進
を
推
引
奨
励
す
る
に
非
ず
ん
ば
恐
く

は
其
の
效
を
全
ふ
す
る
を
得
ざ
ら
ん
　
且
つ
夫
れ
同
窓
相
曾
し
て
既
に

を
談
じ
将
来
を
話
す
る
と
き
知
ら
ず
識
ら
ず
清
新
溌
刺
た
る
理
想
を
生

命
と
せ
る
青
年
に
復
歸
す
る
が
如
き
は
人
生
の
快
事
に
し
て
亦
必
要
事

た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
　
意
ふ
に
小
學
よ
り
大
學
に
至
る
ま
で
同
窓
曾
の

設
有
ら
ざ
る
も
の
鮮
し
　
秋
田
中
學
校
同
窓
曾
の
宜
し
く
在
る
べ
く
し

て
未
だ
在
ら
ざ
る
所
以
の
も
の
蓋
し
機
縁
未
だ
熟
せ
ざ
り
し
が
爲
め
の

み
　
這
囘
有
志
相
謀
り
秋
田
中
学
校
同
窓
曾
を
設
立
せ
ん
と
し
生
等
叨

り
に
發
起
人
の
名
を
辱
し
む
　
冀
く
は
卒
業
生
諸
君
は
勿
論
嘗
て
一
た

び
同
校
に
學
び
し
諸
彦
奮
ふ
て
賛
同
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
聊
か
設
立
の
趣

旨
を
陳
ぶ
る
と
云
爾

大
正
四
年
八
月
一
日

趣
旨
文
の
後
に
、
創
立
１
３
０
周
年
に
発
行
さ
れ
た
『
先
蹤
録
』
に
載



る
７
名
を
含
む
4
0名
が
発
起
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

大
正
４
年
８
月
2
2日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
同
窓
会
大
会
の
様
子
に
つ

い
て
『
秋
高
百
年
史
』
は
「
八
月
二
十
二
日
午
後
二
時
三
十
分
よ
り
母
校

に
お
い
て
開
催
、
式
場
に
あ
て
ら
れ
た
雨
天
体
操
場
は
万
国
旗
で
装
飾
し
、

幔
幕
を
四
方
に
繞
ら
し
て
…
（
中
略
）
…
発
会
の
経
過
が
詳
細
に
報
告
さ

れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

1
0年
の
歩
み

平
成
1
5
年
９
月
１
日
、
午
後
２
時
か
ら
「
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」

で
創
立
１
３
０
周
年
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
午
前
中
の
式
典
の
記
念

講
演
者
佐
々
木
毅
東
大
総
長
を
は
じ
め
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
、
県
教
育
委
員
会
、
秋
田
市
、
秋
田
高
校
現
職
員
な
ら
び
に
旧
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
、
同
窓
会
員
等
、
４
３
０
人
に
及
ぶ
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
同
窓
会
だ
よ
り
第
7
2号
よ
り
）

時
の
同
窓
会
長
は
丸
山
健
氏
で
校
長
は
４
月
に
赴
任
し
た
菅
原
洋
氏
で

あ
っ
た
。
１
３
０
周
年
記
念
式
典
日
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
年
度
別
に

同
窓
会
の
活
動
を
中
心
と
し
た
主
な
出
来
事
を
ま
と
め
て
み
た
。

平
成
1
5
（
２
０
０
３
）
年
度

1
0・
５
　
通
常
総
会
の
役
員
人
事
案
件
で
丸
山
健
会
長
、
小
玉
得
太
郎
副

会
長
、
井
上
房
子
副
会
長
が
勇
退
を
表
明
。
新
た
に
辻
兵
吉
氏

が
新
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
記
念
講

演
で
は
レ
リ
ア
ン
元
常
務
長
谷
山
律
子
氏
（
昭
和
3
6卒
）
が

「
男
と
女
が
生
き
る
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

２
・
２
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
、
３
５
８
名
。

大
森
山
動
物
園
園
長
の
小
松
守
氏
（
昭
和
4
6卒
）
が
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

平
成
1
6
（
２
０
０
４
）
年
度

４
～
５
月
　
各
常
置
委
員
会

５
・
1
1

５
・
2
7

６
・
1
4

７
・
1
6

８
・
1
5

当
番
年
次
会
議

会
計
監
査

第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
昨
年
度
の
事

業
報
告
を
は
じ
め
詳
細
な
各
委
員
会
報
告
な
ど
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

第
１
回
理
事
会
（
栄
太
楼
旅
館
）
。
7
0名
出
席
。

通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
４
０
名
出
席
。

記
念
講
演
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
天
気
予
報
の
顔
、
高
田
斉
氏
（
昭
和
3
8

卒
）
が
「
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
人
生
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

1
2・
７
　
第
２
回
理
事
会
（
弥
高
会
館
）
。
9
0名
出
席
。
辻
会
長
、
菅
原

校
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
つ
た
。
会
費
未
納
に
端
を
発
し
、

財
政
緊
迫
著
し
い
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
立
ち
上
げ

と
、
同
窓
会
だ
よ
り
の
発
行
年
３
回
を
２
回
と
す
る
案
な
ど
を

検
討
し
た
。



２
・
１
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
５
７
名
。

県
議
会
議
員
加
藤
義
康
氏
（
昭
和
4
7卒
）
が
「
良
質
の
自
己
規

制
を
」
と
題
し
て
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

平
成
1
7
（
２
０
０
５
）
年
度

２
・
2
1
　
常
置
委
員
会
合
同
会
議
（
栄
太
楼
旅
館
）
。
昨
年
末
の
理
事
会

の
意
見
を
受
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
開
と
同
窓
会
だ
よ
り
の

発
行
を
年
２
回
と
す
る
こ
と
等
で
合
意
し
た
。

４
・
１
　
平
成
1
5
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
同
窓
会
事
務
局
長
を
務
め
た
佐

藤
晋
氏
（
昭
和
3
0卒
）
が
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
任
。
後
任
と

し
て
平
成
５
年
か
ら
1
3年
ま
で
母
校
に
在
職
し
た
仙
波
昭
彦
氏

（
昭
和
3
8卒
）
が
就
任
し
た
。

５
・
２
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

４
～
５
月
　
各
常
置
委
員
会
、
当
番
年
次
会
議

６
・
２
　
会
計
監
査

６
・
９
　
第
１
回
役
員
会

６
・
2
7
　
第
１
回
理
事
会
（
栄
太
楼
旅
館
）
。
7
3
名
出
席
。
６
月
９
日
の

役
員
会
で
の
検
討
事
項
を
中
心
に
話
し
合
わ
れ
た
。
「
だ
よ
り
」

発
行
は
年
２
回
。
節
約
分
２
０
０
万
円
の
う
ち
１
０
０
万
円
は

同
窓
会
基
金
に
繰
り
入
れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
開
に
伴
い
委

員
会
を
構
成
し
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

８
・
2
1
　
通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
３
０
名
出
席
。

通
常
の
案
件
に
加
え
、
３
年
に
１
度
の
役
員
改
選
で
は
、
辻

兵
吉
会
長
以
下
５
名
の
副
会
長
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

〈
副
会
長
　
山
谷
浩
二
氏
（
昭
和
2
0
④
卒
）
、
豊
口
祐
一
氏
（
昭

和
3
4卒
）
、
高
橋
智
徳
氏
（
昭
和
4
0卒
）
、
藤
盛
節
子
氏
（
昭
和

4
3卒
）
、
菅
原
洋
氏
（
昭
和
4
0卒
）
〉
。
「
だ
よ
り
」
の
発
行
回
数
、

様
式
の
変
更
な
ら
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
つ
い
て
は
理

事
会
の
決
定
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
記
念
講
演
で
は
軍
縮
担
当

国
連
事
務
次
長
阿
部
信
泰
氏
（
昭
和
3
9卒
）
が
「
転
機
に
立
つ

国
連
と
日
本
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

1
2
・
２
　
第
２
回
理
事
会

２
・
１
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
５
７
名
。

無
限
堂
代
表
取
締
役
大
島
千
明
氏
（
昭
和
4
9卒
）

が
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

平
成
1
8
（
２
０
０
６
）
年
度

４
～
５
月
　
各
常
置
委
員
会

６
・
１
　
会
計
監
査

６
・
５
　
第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）

６
・
2
8
　第
１
回
理
事
会
（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
）
。
8
0名
出

席
。

８
・
2
0
　通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
２
０
名
出
席
。

報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
務
局
か



ら
個
人
情
報
に
関
す
る
「
同
窓
会
に
お
け
る
個
人
情
報
取
扱
い

規
程
」
お
よ
び
「
本
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
の
両
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

記
念
講
演
で
は
国
立
天
文
台
ハ
ワ
イ
観
測
所
助
教
授
、
林
左
絵

子
氏
（
昭
和
5
2卒
）
が
「
宇
宙
の
彼
方
に
地
球
の
生
い
立
ち
を

探
る
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

1
1
・
1
4
　
第
２
回
役
員
会

1
2
・
４
　
第
２
回
理
事
会

２
・
２
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
１
５
名
。

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ブ
レ
ッ
ツ
監
督
の
新
出
康
史
氏
（
昭
和
5
6
卒
）

が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

平
成
1
9
（
２
０
０
７
）
年
度

４
～
５
月
　
各
常
置
委
員
会
、
当
番
年
次
会
議

５
・
3
0
　会
計
監
査

６
・
４
　
第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
事
務
局
・
各

委
員
会
か
ら
の
原
案
を
承
認
。

７
・
２
　
第
１
回
理
事
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
8
4名
出
席
。

財
政
委
員
会
か
ら
「
だ
よ
り
」
を
入
札
に
し
た
結
果
、
武
内
印

刷
が
落
札
（
３
年
契
約
）
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

８
・
1
9
　通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
２
０
名
出
席
。

報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
記
念
講
演
で
は
神

奈
川
臨
海
鉄
道
常
務
取
締
役
の
三
木
彬
生
氏
（
昭
和
3
4
卒
）
が

「
Ｉ
Ｃ
切
符
カ
ー
ド
開
発
の
裏
ば
な
し
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

1
1
・
1
2
　
第
２
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
後
期
事
業

等

に
つ

い
て
報
告
。
名

簿
委
員
会
か
ら
は
、
住
所
判

明
者
が

２
万
６
１
２
名
（
判
明
率
7
1・
２
％
）
と
な
っ
た
ほ
か
会
員
名

簿
第
3
9号
の
予
約
頒
価
を
3
8
8
0

円
に
決
定
し
た
こ
と
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。

1
2
・
３
　
第
２
回
理
事
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）
。
7
1
名
出
席
。
柴
田
義
弘
校
長

の
教
育
功
労
章
（
文
部
科
学
省
）
受
章
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
す

べ
て
の
報
告
・
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

２
・
１
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
１
５
名
。

弁
護
士
の
古
谷
薫
氏
（
昭
和
6
3卒
）
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
た
。

平
成
2
0
（
２
０
０
８
）
年
度

４
～
５
月
　
各
常
置
委
員
会

６
・
３
　
会
計
監
査

６
・
９
　
第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）

７
・
５
　
同
窓
会
第
８
代
会
長
辻
兵
吉
氏
が
逝
去
。
享
年
8
2
歳
。
平
成
1
5

年
1
0月
に
就
任
以
来
４
年
９
か
月
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
、
同

窓
会
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
辻
会
長
は
秋
田
商
工

会
議
所
会
頭
・
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長
を
長
く
務
め
る
な
ど

秋
田
県
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
日
本
バ



ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
・
秋
田
県
体
育
協
会
会
長
等
も
歴

任
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
功
績
を
残
し
た
。

７
・
７
　
第
１
回
理
事
会
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
。
辻
会
長
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
山
谷
浩
二
副
会
長
が
会
長
代
行
と
し
て
挨
拶
、
次

い
で
新
任
の
菊
谷
一
校
長
が
、
新
任
管
理
職
２
名
を
紹
介
す
る

な
ど
学
校
の
現
状
を
説
明
し
た
。
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
副
会
長
増
員
の
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、

三
浦
廣
巳
氏
（
昭
和
4
4卒
）
の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

８
・
1
7
　
通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
２
０
名
出
席
。

山
谷
浩
二
会
長
代
行
が
辻
会
長
の
死
去
を
受
け
て
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
る
挨
拶
を
し
た
後
、
菊
谷
校
長
が
進
学

や
部
活
動
な
ど
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
続
い
て
議

事
に
入
り
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
次
に
全

国
植
樹
祭
（
北
秋
田
市
・
北
欧
の
杜
公
園
）
の
式
典
会
場
を
設

計
し
た
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
が
講
演
を
し
た
。
最
後
に
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
選
考
委
員
会
を
経
て
推
薦
さ
れ
た
９
人
の
役
員

人
事
を
議
題
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
推
薦
ど
お
り
新
会
長
に
は

弁
護
士
の
豊
口
祐
一
氏
（
昭
和
3
4
卒
）
、
副
会
長
に
山
谷
浩
二

氏
（
昭
和
2
0
④
卒
）
・
高
橋
智
徳
氏
（
昭
和
4
0
卒
）
・
藤
盛
節
子

氏
（
昭
和
4
3卒
）
・
三
浦
廣
巳
氏
（
昭
和
4
4卒
）
・
菊
谷
一
校
長

（
昭
和
4
5卒
）
、
監
事
に
久
米
田
和
太
郎
氏
（
昭
和
3
8卒
）
・
鎌

田
壽
氏
（
昭
和
4
2卒
）
・
高
橋
正
毅
氏
（
昭
和
4
5卒
）
の
各
氏

が
承
認
さ
れ
た
。

記
念
講
演
で
は
映
画
監
督
成
田
裕
介
氏
（
昭
和
4
6卒
）
が
「
映

画
監
督
っ
て
何
だ
！
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

９
月
　
　
会
員
名
簿
第
3
9号
発
行

1
1
・
1
4
　
第
２
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）

1
1
・
2
2
　
水
戸
一
高
１
３
０
周
年
記
念
式
典
に
会
長
・
事
務
局
長
が
出
席
。

1
2
・
５
　
第
２
回
理
事
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）

２
・
２
　
同
窓
会
人
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
２
１
名
。

秋
田
大
学
准
教
授
の
河
村
希
典
氏
（
平
成
２
卒
）
が
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

平
成
2
1
（
２
０
０
９
）
年
度

４
～
６
月
　
各
常
置
委
員
会

６
・
２
　
第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
報
告
・
議
案

は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
合
同
委
員
会
で
話
し
合
い
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。

６
・
３
　
会
計
監
査

６
・
４
　
常
置
委
員
会
合
同
会
議

７
・
３
　
第
１
回
理
事
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
9
0名
出
席
。

豊
口
会
長
が
今
後
も
同
窓
会
活
性
化
対
策
の
検
討
を
続
け
る
ほ

か
、
次
年
度
以
降
通
常
総
会
の
時
期
を
早
め
た
い
と
考
え
て
い



る
と
挨
拶
、
続
い
て
佐
藤
健
公
副
校
長
か
ら
学
校
の
現
状
報
告

が
あ
っ
た
。
こ
の
後
各
常
置
委
員
会
か
ら
事
業
計
画
等
の
説
明

が
あ
り
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

８
・
1
6
　通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
２
９
名
出
席
。

豊
口
会
長
か
ら
は
理
事
会
で
の
内
容
に
加
え
、
同
窓
の
絆
の
重

要
さ
や
会
費
・
だ
よ
り
の
今
後
に
つ
い
て
も
触
れ
た
挨
拶
が

あ
っ
た
。
菊
谷
校
長
か
ら
は
在
籍
・
進
路
状
況
等
に
つ
い
て
の

説
明
に
続
き
校
舎
の
耐
震
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
、
東
京
大
学

総
長
佐
々
木
毅
杯
を
「
知
の
探
究
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
行
っ

て
い
る
こ
と
、
京
都
市
立
堀
川
高
校
と
の
交
流
を
進
め
て
い
る

こ
と
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た
学
習
に
関
す
る
全
員
合
宿
を
実

施
し
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
議
事
に
入
り
、
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
記
念
講
演
で
は
、
前
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
梅
津
至
氏
（
昭

和
3
7卒
）
が
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日

本
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

1
1
・
1
3
　
第
２
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）

会
務
報
告
や
後
期
の
日
程
確
認
、
各
委
員
会
の
報
告
・
議
案
は

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
特
に
総
会
の
時
期
を
早
め
る
案
に

つ
い
て
は
６
月
開
催
を
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

1
2
・
1
1
　
第
２
回
理
事
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）
。
7
6
名
出
席
。
会
長
挨
拶
に
続

き
、
菊
谷
校
長
か
ら
大
体
育
館
が
改
築
さ
れ
1
2
月
1
8
日
に
引
き

渡
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
に
伴
い
備
品
の
一
部
（
音
響
設
備
）
の

費
用
１
５
０
万
円
を
寄
付
願
い
た
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
基
金

か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
企
画
委
員

会
か
ら
は
会
則
な
ど
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
財

政
委
員
会
か
ら
は
年
会
費
の
コ
ン
ビ
ニ
振
り
込
み
を
次
年
度
か

ら
計
画
し
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
・
2
8
　
今
回
か
ら
卒
業
式
前
日
開
催
と
な
っ
た
同
窓
会
入
会
式
（
新
築

の
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
０
９
名
。
秋
田
大
学
医
学
部
教

授
の
長
谷
川
仁
志
氏
（
昭
和
5
7卒
）
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

入
会
記
念
品
と
し
て
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
贈
呈
。

１
・
１
　
仙
波
昭
彦
事
務
局
長
の
後
を
受
け
て
寺
田
和
夫
氏
（
昭
和
4
1

卒
）
が
新
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。
同
氏
は
平
成
2
0年
３
月
ま

で
1
1
年
間
教
諭
と
し
て
母
校
に
在
職
。

平
成
2
2（
2
0
1
0

）
年
度

４
月
　
　
各
常
置
委
員
会

４
・
2
0
　会
計
監
査

４
・
2
8
　
第
１
回
役
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
豊
口
会
長
・

菊
谷
校
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
各
委
員
会
か
ら
事
業
報
告
が

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
か
ら
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
企
画
委
員
会
か
ら
は
会
則
の
ほ
か
諸
規
程
に
つ
い
て
も



原
案
が
示
さ
れ
、
今
後
も
よ
り
よ
い
方
向
で
ま
と
め
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

５
・
1
4
　
第
１
回
理
事
会
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
。
役
員
会
で
の
協
議

内
容
を
受
け
、
会
則
・
規
程
等
の
改
正
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
た
。

６
・
1
9
　通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
初
の
６
月
開
催
と

な
っ
た
。
１
２
０
名
出
席
。
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
則
・
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
1
6年
ぶ
り
の
大
幅

改
正
案
が
条
件
を
付
し
て
承
認
さ
れ
た
。
総
会
資
料
に
は
新
旧

会
則
を
対
照
化
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。
記
念
講
演
で
は
訪
問

看
護
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
出
演
し
た
秋
山

正
子
氏
（
昭
和
4
4
卒
）
が
「
在
宅
ケ
ア
の
不
思
議
な
力
―
ど
ん

な
時
で
も
命
は
輝
く
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

９
・
2
7
　第
２
回
運
営
委
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
会
則
改

正
に
よ
り
今
回
か
ら
役
員
会
の
名
称
を
運
営
委
員
会
と
称
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
「
会
則
・
規
程
の
改
正
」
は
総
会
で
会
長
一

任
と
い
う
形
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
企
画
委
員
会
か
ら
の
報

告
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
財
務
処
理
規
程
・
事
務
局
人
事
規

程
・
慶
弔
規
程
・
議
事
録
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
報
告
・
議
案
等
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

1
0
・
８
　
第
２
回
理
事
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）
。
会
務
・
予
算
執
行
等
の
中
間

報
告
が
あ
り
、
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

１
・
２
　
同
窓
会
支
援
年
次
の
卒
1
0
・
1
5
周
年
記
念
同
期
会
が
開
催
さ
れ

た
。

２
・
2
8
　
同
窓
会
入
会
式
（
母
校
大
体
育
館
）
。
新
入
会
員
３
１
０
名
。

ケ
ア
タ
ウ
ン
小
平
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
鈴
木
道
明
氏
（
昭
和
5
9卒
）

が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

３
・
1
1
東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
同
窓
生
３
名
が
亡
く
な
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
る
。
ま
た
、
被
災
地
域
に
居
住
す
る
人
々
で
津
波
・

原
発
事
故
の
被
害
に
よ
っ
て
家
族
を
失
っ
た
り
、
自
宅
・
職
場

が
損
壊
、
あ
る
い
は
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
も
多
数
存

在
し
た
。
震
災
直
後
か
ら
被
災
地
域
へ
の
支
援
活
動
を
す
る

人
々
も
多
か
っ
た
。
同
窓
会
本
部
直
接
と
い
う
形
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
支
部
・
職
域
・
個
人
と
し
て
現
地
を
訪
れ
、
被
災

地
支
援
活
動
を
行
っ
た
同
窓
生
も
多
か
っ
た
。

平
成
2
3
（
２
０
１
１
）
年
度

４
・
1
9
　会
計
監
査

４
・
2
6
　第
１
回
運
営
委
員
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
会
長
、
新
任
の
高
橋

貢
校
長
の
挨
拶
。
報
告
・
議
案
の
承
認
後
、
来
年
度
か
ら
母
校

が
１
学
級
減
に
な
る
こ
と
や
、
創
立
１
４
０
周
年
の
こ
と
が
話

題
に
な
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

５
・
2
0
　第
１
回
理
事
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
運
営
委
員
会



で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
中
心
に
審
議
し
、
報
告
・
議
案
等
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

６
・
2
5
　通
常
総
会
（
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
）
。
１
１
４
名
出
席
。

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
と
物
故
会
員
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

校
歌
斉
唱
。
豊
口
会
長
は
挨
拶
の
中
で
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
、

会
費
納
入
に
基
づ
く
財
政
基
盤
確
立
、
秋
田
市
内
高
校
同
窓
会

の
発
足
計
画
等
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
新
任
の
高
橋
貢
校
長
か

ら
は
学
校
の
近
況
と
と
も
に
昭
和
2
1
年
３
月
、
戦
後
の
混
乱
期

に
学
校
を
出
た
卒
業
生
に
対
す
る
卒
業
証
書
授
与
式
を
９
月
2
8

日
に
行
う
こ
と
を
決
め
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
の
共
感

を
呼
ん
だ
。
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
最
後

に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
全
役
員
の
再
任

と
菊
谷
一
前
校
長
の
参
与
、
高
橋
貢
校
長
の
副
会
長
就
任
が
承

認
さ
れ
た
。
記
念
講
演
で
は
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
吉
村
和
就
氏
（
昭

和
4
2卒
）
が
「
世
界
と
日
本
の
水
問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

９
月
　
　
各
常
置
委
員
会

９
・
2
6
　第
２
回
運
営
委
員
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
通
常

の
報
告
・
議
案
の
承
認
後
、
創
立
１
４
０
周
年
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
概
略
は
、
１
５
０
周
年
が
メ
イ
ン
と
な
る
の
で
、

１
４
０
周
年
は
大
規
模
に
し
な
い
。
１
５
０
周
年
に
つ
な
げ
る

た
め
の
記
録
は
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
会
報
・
式
典
・
祝

賀
会
・
記
念
誌
は
計
画
し
た
い
。
今
後
常
置
委
員
会
、
各
支
部

の
意
見
を
聞
い
て
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

９
・
2
8
　
昭
和
2
1
年
３
月
修
了
生
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
前
期
終
業
式

当
日
母
校
大
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
出
席
者
1
1
名
は
ス
テ
ー
ジ

上
で
全
校
生
徒
が
祝
福
す
る
中
、
一
人
ひ
と
り
高
橋
貢
校
長
が

読
み
上
げ
る
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
式
辞
の
後
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
高
橋
昌
一
氏
が
6
5年
の
歳
月
を
超
え
、
こ
の
場
に
臨
ん

だ
感
激
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
女
子
生
徒
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
輪
の
花
を
贈
ら
れ
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
の
退
場
場
面
も
あ
っ
た
。

1
0
・
７
　
第
２
回
理
事
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）
。
8
5
名
出
席
。
豊
口
会
長
の
発

言
要
旨
は
次
の
と
お
り
。
①
寄
付
金
を
募
る
こ
と
に
つ
い
て
、

趣
旨
、
目
標
額
と
も
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
。
②
周
年
記
念
誌

は
委
員
を
任
命
し
、
早
急
に
凖
備
に
取
り
か
か
る
。
③
箱
物
の

寄
贈
は
見
送
り
、
代
わ
る
事
業
を
今
後
検
討
す
る
。
④
『
先
蹤

録
』
の
続
編
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
の
で
発
行
し
な
い
。
�

名
簿
は
同
窓
生
を
結
ぶ
絆
で
あ
り
基
本
と
な
る
財
産
な
の
で
名

簿
委
員
会
に
発
行
準
備
を
お
願
い
し
て
い
る
。
高
橋
校
長
か
ら

は
昭
和
2
1
年
３
月
卒
業
生
へ
の
卒
業
証
書
授
与
式
の
こ
と
や
学

校
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
他
に
会
務
等
の
中
間
報

告
が
あ
っ
た
。

1
0
・
1
6
　
若
菜
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
6
2
名
出
席
。
こ
の
日



の
た
め
に
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ
、
高
橋
貢
校
長
は
映

像
を
見
な
が
ら
学
校
の
現
状
を
報
告
し
た
。
次
回
は
２
年
後
に

昭
和
4
2年
卒
が
幹
事
と
な
り
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

1
1
・
2
1
　
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
第
9
0
号
を
通
常
の
1
6
ペ
ー
ジ
に
４
ペ
ー
ジ

加
え
た
記
念
号
と
し
て
発
行
。
昭
和
2
1
年
３
月
卒
業
生
代
表
・

高
橋
昌
一
氏
、
フ
ィ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
議

長
兼
北
都
銀
行
会
長
・
町
田
睿
氏
（
昭
和
3
1卒
）
、
作
家
・
西

木
正
明
氏
（
昭
和
3
4卒
）
、
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
・
橋
本

五
郎
氏
（
昭
和
4
0卒
）
の
同
窓
４
名
が
特
別
寄
稿
、
そ
れ
ぞ
れ

の
同
期
の
方
々
か
ら
も
協
賛
が
あ
っ
た
。

１
・
２
　
同
窓
会
支
援
年
次
の
平
成
４
・
９
・
1
4・
2
0年
卒
の
同
期
会
が

開
催
さ
れ
た
。

１
・
2
4
　
第
３
回
運
営
委
員
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
主
に
母

校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
学

校
側
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
、
ま
た
教

育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
振
興
基
金
の
創
設
、
募
金
・

記
念
誌
発
行
・
名
簿
発
行
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

２
・
2
9
　
同
窓
会
入
会
式
。
新
入
会
員
３
１
１
名
。
ア
ー
ト
に
関
わ
り

生
き
る
」
と
題
し
て
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
「
コ
コ
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
」
代
表
笹
尾
千
草
氏
（
平
成
８
卒
）
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
た
。
入
会
記
念
品
は
校
章
メ
ダ
ル
付
き
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
。

３
・
1
9
　臨
時
理
事
会
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
。
平
成
2
5年
度
の
母
校

創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
こ
の

中
で
野
球
場
の
照
明
増
設
事
業
（
約
４
０
０
万
円
）
を
前
倒
し

す
る
た
め
基
金
か
ら
１
千
万
円
繰
り
出
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

平
成
2
4
（
２
０
１
２
）
年
度

４
月
　
　
各
常
置
委
員
会

４
・
2
3
　会
計
監
査

４
・
2
6
　秋
高
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
第
１
回
実
行
委
員
会
な
ら
び

に
運
営
委
員
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
理
事
会
・
通

常
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

５
・
1
5
　母
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
野
球
場
照
明
増
設
工

事
が
完
了
。

５
・
2
1
　
第
１
回
理
事
会
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
。
運
営
委
員
会
を
受

け
、
総
会
に
諮
る
報
告
・
議
案
等
が
承
認
さ
れ
た
。

５
・
3
1
　
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
第
9
1
号
を
発
行
。

６
・
７
　
昭
和
2
7
年
卒
卒
業
6
0
周
年
傘
寿
記
念
同
期
会
か
ら
創
立
１
４
０

周
年
募
金
に
3
0万
円
の
寄
付
を
受
け
る
。

７
・
１
　
通
常
総
会
（
イ
ヤ
タ
カ
）
。
過
去
最
多
の
２
０
０
名
出
席
。
会

計
や
事
業
計
画
、
周
年
事
業
等
の
報
告
・
議
案
を
原
案
ど
お
り

承
認
し
た
。
記
念
講
演
で
は
新
日
鐵
代
表
取
締
役
副
社
長
の
進

藤
孝
生
氏
（
昭
和
4
3卒
）
が
「
秋
田
高
校
時
代
に
得
た
も
の
」



と
題
し
て
講
演
し
た
。

９
月
　
　
各
常
置
委
員
会

９
・
2
7
　拡
大
財
務
委
員
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
募
金
・
名

簿
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

1
0・
２
　
第
２
回
運
営
委
員
会
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
。
会
計
や
事
業

の
中
間
報
告
と
共
に
、
周
年
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
も

報
告
が
あ
っ
た
。

1
0・
1
6
　第
２
回
理
事
会
（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
。
運
営
委
員
会

を
経
て
提
案
さ
れ
た
報
告
・
議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
会
費
納
入
の
伸
び
悩
み
を
受
け
、
経
費
節
減
対
策
や
年

次
対
策
等
の
一
層
の
努
力
を
促
す
声
が
あ
っ
た
。

1
0・
2
2
　当
番
年
次
会
議

1
1
・
3
0
　
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
第
9
2
号
発
行
。

１
・
２
　
同
窓
会
支
援
年
次
の
卒
1
0
・
1
5
・
2
0
周
年
記
念
同
期
会
が
開
催

さ
れ
た
。

２
・
2
8
　平
成
2
4年
度
同
窓
会
入
会
式
。
新
入
会
員
３
１
１
名
。
草
野
剛

氏
（
平
成
1
0卒
）
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

２
・
2
8
　年
次
名
簿
委
員
会
議
（
に
ぎ
わ
い
交
流
館
）
。
名
簿
第
4
0号
発

行
に
向
け
、
会
員
か
ら
返
却
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
カ
ー
ド
入
力

の
た
め
の
校
正
作
業
を
行
っ
た
。
年
次
名
簿
委
員
か
ら
は
有
意

義
で
あ
っ
た
と
の
評
価
が
多
か
っ
た
。
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